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～ サポセン窓口風景 ～ 
こちらはレターケース。 

スタッフが郵便やFAXの 

取次ぎを行っています。 

レターケース、ロッカーの申し込みが始まります！ 

■ぱれっとは、市内の公共施設、県内ＮＰＯ支援

センターなどに毎月3000部送付しています。 
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■きっかけは「巡り合い」 
 仙台とアフリカ。決して近いとは言えない２つの

地を結ぶきっかけはなんだったのでしょうか？「巡

り合ってしまったんですよ。」 

 きっかけを尋ねたスタッフに、代表の石原さん

は、そう笑顔で語り始めました。 

 石原さんが初めてケニアを訪れたのは1998年。当

時、現地のスラムでフィールドワークをしていた息

子さんを訪ねることが目的でしたが、石原さんはそ

こで、戦後の日本を思わせるような光景と巡り合い

ます。衛生状態が悪い上に、仕事もなく、食べるこ

とさえままならない人々。石原さんは「自分にでき

ることが何かあるだろうか」との思いを感じまし

た。この思いこそが、アマニ・ヤ・アフリカを立ち

上げるきっかけでした。 

■ケニアの人たちから学ぶ 
 活動を続ける中では、フェアトレードのために

発注したものが納品されないなど、トラブルもあ

るのですが、失敗の中から話し合い、現場で人と

接しながらお互いを高めていくのがアマニ・ヤ・

アフリカ流。日本の常識を押し付けるのではな

く、相手のできることを聞き出して、それを伸ば

していくことで信頼関係を結んでいきます。 

 ケニアの子どもたちは元気で、喜びにあふれ、

心の豊かさを感じさせてくれます。ケニアの人た

ちから学び、元気をもらえることが、活動の原動

力にもなっています。 

 スタディ・ツアーの参加者の中には、「かわい

そうな人たちを励ましてあげたい」という気持ち

から参加してみたものの、その気持ちがおごり

だったと気づく人もいます。スタディ・ツアーに

は、アフリカを知るという目的だけでなく、「な

にかできるだろう」と思っていた人が、実体験を

通じて、自分に何ができ、何ができないのかを発

見する「自分探しの旅」の一面もあるわけです。 

今回は、アフリカと関わり続けて10年を迎えようとしている団

体「アマニ・ヤ・アフリカ」にスポットをあてます。 

代表の石原邦子さんと、木村碧さん、吉村松二さんの3名にお

話を伺いました。 

◆市民活動サポートセンターを活用してい

る団体にスポットをあて、その活動の様子

や運営のノウハウをご紹介します。 

■「自分にできること」を続けたら･･･ 
 日本に帰った石原さんは、早速、「自分にでき

ること」として自分の目で見たことを伝えるた

め、アフリカ滞在の報告会を開きました。この初

めての報告会には、雨の中52名の参加があり、入

場料と募金で７万円が集まりました。この７万円

で、教科書をリサイクルするための製本機をケニ

アへ届けることができました。その後の友人知人

の協力もあり、「何かやれそうな気がして」活動

を継続することを決心します。 

 ケニア在住の日本人を招いての講演会やケニア

の民芸品の販売など、「自分にできること」をコ

ツコツと重ね、1999年10月には勾当台公園・市民

広場の「わいわい祭り」に出店。ここで27万円も

の売上があがり、なんと、この売上金でスラムに

学校を建ててしまいました。 

 この学校建設が、その後のアマニ・ヤ・アフリ

カの方向性をつくり、スラム内の小学校の先生に

給与を出すプロジェクト「マサイ大作戦」、ケニ

アの人たちの仕事を創り出すフェアトレード商品

の開発・販売、アフリカを知ってもらうために現

地を実際に訪れる「スタディ・ツアー」の開催な

ど、次々に活動を広げてきました。 

左から、石原さん、木村さん、吉村さん 

■継続する力 
 「10年前と比べて、何か変わったかと言えば、

何もよくなっていないんですよ」石原さんは、約

10年にわたる活動を、そう振り返ります。 

 けれども、10年前と何も変わらないというの

は、逆にいえば、10年間、変わらぬ生活を維持す

るための手助けができたということになります。

アマニ・ヤ・アフリカの活動は、子どもたちへの

奨学金や、小学校の先生の給与、仕事の提供な

ど、始めた以上、途中で止めるわけにはいかない

責任ある事業が多くあります。継続することこそ

が、最も大切なわけですが、みんなの応援と、み

んなが「アフリカを応援している」という気持ち

をもってくれていることが活動を続ける一番の励

みになっているそうです。 
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■サポセンがアフリカ一色に！ 
 １0周年を記念するイベント「アマニ・アフリカ

祭り」が、先日5月26日に、サポートセンターで行

なわれました。「サポートセンターは気軽に使え

るんですよ。去年移転してからシアターもでき

て、その上、場所も便利ですし。」と、石原さん

はサポートセンターの魅力を分析します。 

 今回の「アマニ・アフリカ祭り」では、地下の

市民活動シアターで講演会やアフリカ音楽のライ

ブ、交流サロンの展示スペースで写真展、セミ

ナーホールでフェアトレード展示即売会が行なわ

れました。「今日は一日アフリカ日和」という

キャッチコピーの通り、サポートセンターがアマ

ニ・ヤ・アフリカ一色になったような一日でし

た。 

 このように、すでにサポートセンターの機能を

フル活用しているアマニ・ヤ・アフリカですが、

団体の今後を見据えた希望が次々に出てきまし

た。 

 「今後は、意見と行動が伴う人材や、専門技術

を持っている人材と出会えるような機会が欲しい

と思っています。また、これまでは自分の経験を

元に自分でやってきたけれど、経営戦略に関する

講座を受講してみたいですね。」 

  団体紹介  

「アマニ・ヤ・アフリカ」 
 

ケニアへの教育支援（奨学金、給食費支援など）、生

活自立支援（フェアトレード商品製作、援助物資の持

参）、ケニアの周知活動（ツアー主催、講演など）。 

 

〒982-0023 

仙台市太白区鹿野2丁目18-7-706 

TEL/FAX  022-247-4225 

e-mail  mamaishi@guitar.ocn.ne.jp 

代表 石原邦子 

＜団体連絡先＞ 

■企業との提携推進 
 アマニ・ヤ・アフリカの次なる目標は、フェア

トレードの安定化、会員（サポーター）制度の充

実、人材の獲得・育成。活動継続のためにしっか

りした基盤づくりを必要としています。 

 フェアトレードを安定化するためには、企業と

の提携を継続・拡大していくことを考えているそ

うです。これまでに開発したフェアトレード商品

に、「日本酒バッグ」があります。日本酒を入れ

るのにぴったりなサイズのこのバッグは、老舗酒

蔵「一ノ蔵」との提携で生まれました。アフリカ

特有のビビッドな色使いの布と日本酒という組み

合わせがとても斬新な一品です。企業との提携に

は、一定数量の注文を確保できるというメリット

もあり、今後、このような商品を増やして、ケニ

アで働く人たちの収入の安定化をはかることを目

標としています。 

 「活動を続けていくためには、次の世代へ引き

継いでいかないと。」 

 そう語る石原さんの隣には、「アマニ・アフリ

カ祭り」の実行委員長を務めた若い木村さんの姿

が。石原さんの思いは、若い世代へと受け継がれ

ていくことでしょう。 

 今後のアマニ・ヤ・アフリカの活躍が楽しみで

す。 

（担当：太田 貴） 
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 今月のテーマ 

～～～～    レターケースレターケースレターケースレターケース    ～～～～    

 １階事務局にレターケース申込書と団体紹介

シートを提出していただく必要があります。

（申込書と団体紹介シートはサポートセンター

HPよりダウンロードも出来ます。） 

 使用期間は９月１日から８月31日までの最長

一年間ですが、更新も可能です。 

 ご利用にあたっては、活動報告書を半年に一

回提出していただきます。これは、市民のみな

さんに公開されるものです。団体が取り組んで

きたことをどんどん書き込んで、効果的にア

ピールしましょう！ 

スタッフスタッフスタッフスタッフ：：：：レターケースをどのように使っていますか？ 

田中田中田中田中さんさんさんさん：：：：団体の連絡先として、メンバー同士の連絡先

として活用しています。 

     レターケースの中にメンバーへの伝言を入れ

ておいたり、メールで送ることの出来ない原

稿のチェックをしてもらうために使っていま

す。 
 

スタッフスタッフスタッフスタッフ：：：：レターケースを使ってみて便利なことはあり

ますか？ 

田中田中田中田中さんさんさんさん：：：：個人の住所を団体の連絡先にするのではな

く、サポートセンターを団体の住所に出来る

ので便利です。それと、活動場所、連絡先が

一緒なのでわかりやすくて良いです。ほかの

団体の方に活動場所を教える時に説明がしや

すいです。 

     団体のチラシをレターケースに入れておく

と、サポートセンターで活動をするときにす

ぐ取り出せて楽ですね。 
 

スタッフスタッフスタッフスタッフ：：：：使用頻度はどのくらいですか？ 

田中田中田中田中さんさんさんさん：：：：私は１ヶ月に１回～２回程度ですが他のメン

バーもそれぞれ使っていると思います。 

     メンバーがサポートセンターに来たらレター

ケースを確認するという習慣が出来ていま

す。 
 

スタッフスタッフスタッフスタッフ：：：：レターケースに何か一言ありませんか？ 

田中田中田中田中さんさんさんさん：：：：いつまでもあって

欲しいです。 

  

   
  

 

 

 サポセンにあるレターケースとは、市民活動

団体宛に送られてきた郵便物・FAXの一時保管が

できるボックスです。サポセン事務局が取り次

ぎをしています。団体に事務所がなく、個人宅

を連絡先にしたくない場合、レターケースを使

うと便利です。連絡先を個人宅にしないこと

で、他のメンバーが団体の事務局の活動に触れ

やすくなるため、メンバーの誰かに活動の負担

がかかるということが避けられます。また、団

体のメンバーの間で連絡をスムーズに行いたい

場合などにも活用できます。 

 その他の便利な使い方としては、レターケー

スを利用している団体であれば、他団体のレ

ターケースへチラシの投げ込みをしてイベント

等のＰＲをすることもできます。 

 レターケースは１階に168個あり、５月現在93

個が使われています。Ａ４サイズの用紙が入る

大きさで、無料でお使いいただけます。 

 なお、宅急便や書留などの受取印が必要なも

のや、レターケースに入りきらない大きさのも

のは、取次ぎできませんのでご注意ください。

また、危険物や生鮮食品など他に迷惑を及ぼす

恐れのあるもののほか、現金や貴重品類の収納

もご遠慮ください。 

◆サポセンのサービスいろいろ。 

 どんなふうに使えるのか紹介します！ 

5月25日に雨の中サポートセンターへ来館していた

元サポートセンターのスタッフで『あーすらいふ

仙台』の田中聡子さんにお話を聞いてみました。 

使っていた人に突撃インタビュー！ 

スタッフの質問にも気さくに答えてくれた 

田中さんでした。 （担当：豊泉 昭子） 

仕
事
帰
り
に
、
サ
ポ
セ
ン
に
立
ち
寄
り 

レ
タ
ー
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
く
田
中
さ
ん 

 レターケースってなんだろう？ 

 レターケースを使うにはどうしたらいいの？ 
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■レターケース ～いったいどれくらい活用されているの？～ 
 サポセンには、団体宛の郵便物・FAXの一時保管や、メンバー間の連絡に使えるレターケースがあります。

今回は、平成18年度のレターケース使用団体数や取次ぎ件数を紹介しながら、利用の傾向をご報告します。 

◆サポセンの利用状況を 

 毎月テーマを変えてお知らせしています！ 

１階受付のリニューアルおめで

とうございます。すてきです。

（情報サロン）  

サ
ポ
本
を
読
も
う
！ 

団
塊
世
代
が
い
っ
せ
い
に
定
年
を
迎
え
る

「２

０
０
７
年
問
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」
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只
中
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一
個
人
が
定
年
後

を
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
も
ま

た
、
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

冒
頭
で
著
者
は
、

「定
年
後
は
、
本
当
に
自
分

が
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ
ば
よ
い
、
な
ど
と

い
う
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
絵
に
描
い
た
餅
で
あ

る
。
」
と
言
い
切
り
ま
す
。
そ
し
て
、
個
人
が
社

会
と
積
極
的
に
向
き
合

っ
て
、
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
個
人
も
生
か
す
、
そ
れ
が
、
こ
れ

か
ら
の
定
年
シ
ニ
ア
に
と

っ
て
の
あ
る
べ
き
社
会

と
の
関
わ
り
方
で
は
な
い
か
、
と
提
案
し
て
い
ま

す
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国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
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活
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す
る
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だ
な
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・
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技
」
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」
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門
家
」
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切
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口
か
ら
、
定
年
後

の
生
活
設
計
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を
指
南
し
ま

す
。
仙
台
で
活
動
す
る
団
体

「シ
ニ
ア
の
た
め
の

市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
仙
台
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。 定

年
前
後
の
人
た
ち
や
そ
ん
な
人
た
ち
を
応
援

す
る
側
に
も
お
す
す
め
の
、
や
る
気
と
勇
気
が
出

る

一
冊
で
す
。 

（担
当 

真
壁 

さ
お
り
） 

 

 

                              ◆利用者の皆様から寄せられた声にお応えします。        

◆
サ
ポ
セ
ン
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
の 

 

本
を
紹
介
し
ま
す
。 

ありがとうございます。  
５月に１階のレイアウトを変更しました。

今後も快適にご利用いただけるような環境

づくりに努めて参ります。 

定年後の 

ただならぬオジサン 

著者：足立紀尚 

発行：中公新書ラクレ 

定価：760円（税抜） 

４Ｆのお手洗い(女性用)の

電気がひとつ消えていて

暗いです。直して欲しい

と思います。 

お知らせいただきありがとうございます。電

球が切れた際はスタッフがすぐに交換をして

おりますので、お気づきの点がありました

ら、事務局までお声がけください。 

 昨年は移転のため、8月を1ヶ月間休館としていました。そのため、移転を機に団体の連絡先をレ

ターケースから事務所や自宅へ移す団体もあり、レターケース使用団体数が減少しました。今年4月末

の時点で使用団体数は95団体となっていますが、移転後半年で減少前の98団体に近づいてきました。

最近では立ち上げたばかりの団体の申し込みが増えています。 

 郵便物とFAXのレターケースへの取次ぎ件数は、月平均243件になります。4月～6月の取次ぎ件数が

増加するのは、一因として総会への出欠の案内が集中するからと考えられます。また、団体によって

はイベントの申込先をレターケースに設定する所もあり、利用数が月により大幅に増減します。 

（担当：内川 奈津子） 

●レターケース使用数 （設置数：168個）  

  
4月 5月 6月 7月 8月 9月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 
1月 2月 3月 

平均 

使用率 

 使用数 98 97 98 98  ※ 84 86 86 86 89 94 92 55% 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均 

郵便 262 324 242 186 60 233 119 101 93 162 143 160 173.8 

ＦＡＸ 37 17 122 102 23 98 68 74 77 61 82 76 69.75 

計 299 341 364 288 83 331 187 175 170 223 225 236 243.5 

                           ※移転のため一時使用停止    
●レターケース取次ぎ件数  

 

 

    受付期間受付期間受付期間受付期間：：：：７／６～24 
9:00-21:00（日・祝日は17:00まで） 
 

同じ期間中に、ロッカーの使用団

体も募集します。申込方法はレ

ターケース、ロッカーともに同

じです。申込書と団体紹介シー

トを１階窓口へご提出くださ

い。 
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◆市民活動の旬の話題やサポセンで開催された講座の 

 報告など、毎月いろいろなテーマでお送りします。 

□□□□市民活動市民活動市民活動市民活動シアターシアターシアターシアター１１１１周年記念周年記念周年記念周年記念イベントイベントイベントイベント    

昨年9月にまちなかにオープンしたシア

ター。パネルディスカッション形式

で、シアターの役割についてゲストに

語っていただき、シアターの可能性を

探る機会とします。 
 

□□□□タイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画    

仙台のアートシーンで活躍されている

方々にご協力いただき、演劇、映像、

インクルーシブアート、ワークショッ

プなどを毎月、市民活動シアターで開

催します。様々に表情を変えてゆくシ

アターを、体感してください。 

2007年度 サポセン事業まるわかり！ 

より多くの方に、市民活動・ＮＰＯについて知って、踏み込んでもらえるように。 

ここをステージに活躍の場を広げていただけるように。 

多様なメニューを用意し、これから活動する人、既に活動している人、それぞれのニーズに応

えられる事業を展開します。 

◆ご紹介したイベント・講座の申込用紙

は、開催日のおおむね１ヶ月前からサ

ポートセンターのほか各公共施設、市役

所１階市民のへやなどで入手できます。

お問い合わせはサポートセンターへ。 

□□□□ネットワークネットワークネットワークネットワーク推進推進推進推進フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム    

互いに手を組んで事業を実施したこと

のあるNPO・企業・行政の三つのセク

ターからゲストを招いて、協働事例の

紹介をします。 

8/25 
 

□□□□せんだいせんだいせんだいせんだいCARESCARESCARESCARESとのとのとのとの連携連携連携連携    

仙台で活躍するNPOを市民に知っても

らおうと、年に一度キャンペーンを実

施しているせんだいCARES実行委員会

と協力します。サポセンでも“せんだ

いCARES DAY”を開催します。 

10/27～12/2 

□□□□ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯいろはいろはいろはいろは塾塾塾塾    

タイトルどおり、ＮＰＯの基礎・基本をサポセンス

タッフが90分でお伝えする講座。サポセンを巡るガイ

ドツアーも引き続き実施します。注目は、今年度から

新たに開講する「シニア向けいろは塾」。 

9/13、10/2、12/4、2/5 （シニア向けは2/5） 
 

□□□□テーマテーマテーマテーマ別講座別講座別講座別講座    

立ち上げたばかりの団体も円熟期の団体も、運営して

いく上でつまずいているのは同じ石かもしれない。そ

んな石を取り除くため、４つの視点から団体運営の課

題解決策を探る、全4回の講座です。 

立志編6/19、同志編8/28、展望編10/23、見返り美人編

1/25 
 

□□□□ゲストゲストゲストゲスト講演講演講演講演、、、、交流会交流会交流会交流会    

団体のリーダーとして活躍されている方を招いての講

演会と、NPO団体同士の交流会を開催。8月には環境、

11月には国際協力の分野からゲストをお迎えします。

団体の活動モデルを描くための参考にしてはいかがで

しょうか。 

8/4、11/27 
 

□□□□インキュベートインキュベートインキュベートインキュベート相談相談相談相談    

事務用ブース入居団体の支援として、年に２回個別相

談を実施します。 
 

□□□□協働相談所協働相談所協働相談所協働相談所    

ＮＰＯと行政の協働事業についての悩みにお応えする

相談所です。月に１回（第三水曜日）開きます。 

●人材育成事業 

□□□□サポセンサポセンサポセンサポセン出前出前出前出前プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

市内各区で１ヶ所の市民センターへ出かけ、地域で活動

しているＮＰＯを紹介したり、市民活動を知ってもらう

ためのミニ講座を行ったりします。みなさんのお住まい

の近くに出前した際には、ぜひお出かけください。 
 

□□□□ボランティアボランティアボランティアボランティア相談会相談会相談会相談会    

年に２回、ボランティアを募集する団体とボランティア

をしたい市民が出会う場所を設けます。７月はシニア向

け、11月はせんだいＣＡＲＥＳなどとの連携を図り、全

市民向けの相談会を開催します。 

7/1、11/11 

●誘導・啓発事業 

●ネットワーク推進事業 

●その他の事業 



● 7 ● 

 ぱれっと ２００７年７月号 ● 

イベント 

紹 介 

■サポートセンターで行われる、参加者募集中のイベントを紹介します。 

■原則として各団体に提出していただいた文章をそのまま掲載しています。 

■毎月５日締め切りで、翌月サポートセンターを会場に開催するイベント情報 

  を募集しています。ご希望の方はお問い合せください。 

７月 

開催
日 時間 イベントタイトル 貸室 参加費 主催 問い合わせ先 

7/2～ 
・ 
7/3～ 

10：00
～ 

12：00 

認知症予防を目指した「脳トレ塾」  
簡単な読み・書き・計算 
月曜コースと火曜コース 

研修室２ 
2,000円（月４回） 
（事前申込必要） 

NPO法人 
日本脳トレー 
ニング協会 

Tel 022-373-1468 

Fax 022-214-8551 
（佐藤） 

7/6 
10：30
～ 

12：00 

「七夕まつりのご案内」 
親子で七夕づくりに 
参加してみませんか？ 

研修室３ 
100円 

（事前申込必要） 

子育て支援 
グランマ 

Tel 
090-5238-4544 
FAX 
022-721-7227 

（松倉） 

7/7 
14：00
～ 

17：00 

子どもの非行や荒れに親としてど
う向きあえばいいのか？その苦し
さを一緒に分ち合いませんか？ 

研修室１ 
500円 

（事前申込不要） 

みやぎ「非行」
と向き合う 
親たちの会 

Tel 
090-5235-4247 
（野口りこ） 

7/11 
19：00
～ 

20：30 

デザイン力ＵＰ講座ステップ編／ 
プロが教えるプロのやり方・発想 研修室２ 

1,000円 
(事前申込必要) 

メディア 
デザイン 

Tel 
 090-3049-0613 
Fax 
 022-224-5308 

（千葉） 

7/13 
10：30 
～ 

12：00 

お母さんの為のリラックスタイム 
リンパマッサージを覚えてリラッ
クスしよう。ティータイムもあり 

研修室１ 
500円 

（事前申込必要） 
JRFA足市場 

Tel&Fax 
 022-223-9023 
携帯 
 090-7564-9831 

（森 照恵） 

7/16 
～ 
8/15 

開館 
時間内 

[5年間の軌跡]片平キャンパス近代
建築トラストファンド 片平キャ
ンパスの建物保存活動の写真展 

展示 

スペース 
(５F) 

なし 
(事前申込不要) 

片平キャンパス
近代建築 
トラスト 
ファンド 

Tel&Fax 
 022-227-4174 

（桜井） 

7/29 
10:00 
～ 
13:00 

アリスのおしゃべり会 
子宮筋腫内膜症の当事者のみ参加可 

研修室１ 
500円 

（事前申込不要） 
アリス 

Fax 022-268-4042 
（中村） 

※ レターケース 
 №145と明記 

 ◆サポセンでは昨年12月より、障がい者によるアートや、市民活動などから 

 創作された作品の展示を、１階エントランスにて実施しています。 

６月より、社会福祉法人千代
せんだい

福祉会が運営するアトリエ「ぽてとはうす」で制作された絵画・陶芸作品を展

示しています。千代福祉会では、施設の利用者や地域の人たちに余暇の活動としてアトリエを開放し、外部

の講師を招いて絵画教室・陶芸教室を開いています。 

展示期間は８月末までの予定で、期間中に数回作品の入れ替えを予定しています。 

サポセン玄関の自動ドアが開いたとたん、大きな絵が目に飛び込んできますよ。ぜひご覧ください。 
 

■作品、アトリエに関するお問い合わせ：社会福祉法人千代福祉会 知的障がい者更生施設 清風園 TEL：022-394-5205   



 

 

 仙台市シニア活動支援センターは、定年を意識し始

める50歳代後半以降のシニア世代の方が、地域の課題

解決や事業創出のために行う活動を支援する総合窓口

です。サポートセンターの３階に事務所と窓口を置き

ます。 

 窓口・電話で相談を受け付けるほか、専門相談員に

よるテーマ別相談（要事前予約）を月に２回、市民活

動や起業など様々なテーマで学ぶシニアサロンを月１

回開催します。 

 定年後に地域で活動したい、自分の経験を生かして

活動したい、共に活動していく仲間がほしい。そんな

想いをお持ちの方、お待ちしております。 

■ 問い合わせ先 ■ 
 

発   行：仙台市市民活動サポートセンター 

   （指定管理者：特定非営利活動法人せんだい・みやぎNPOセンター） 

〒980-0８１１ 仙台市青葉区一番町四丁目１－３ 

TEL:022-212-3010 FAX:022-268-4042 

ホームページ http://www.sapo-sen.jp 
 
 

発 行 日：２００７年６月２０日 

編  集：特定非営利活動法人 せんだい・みやぎNPOセンター 

編 集 人：本田ふみ 千葉やす恵  
 
     

★古紙100％使用再生紙を使用しています。 

★大豆油インキを使用しています。 

 

 

■ 案内図 ■ 

 

サポートセンターのサービスあれこれ 

   

○貸  室 
   (研修室･セミナーホール･市民活動シアター／有料) 

  打合わせ、講演会、シンポジウム等で使えます。 

○ロッカー（有料）レターケース（無料）事務用ブース（有料） 

○交流サロン 
  少人数の打合わせに予約なしで使えるフリースペース（無料） 

  チラシ･ポスターの掲示、展示スペース 

    インターネット接続スペース(要申込／無料) 

○情報サロン 
  市民活動団体に関するさまざまな情報があります。 

    市民活動相談の受付や図書の閲覧･貸出も行っています。 

  市民活動に関する情報収集用 インターネット閲覧（無料） 

○印刷作業室 
  印刷機(紙持ち込み／１製版100円、紙折り機(無料） 

  コピー機(１枚10円) 

お知らせ 

６月30日はサポセンの誕生日です！99

年に開館したサポセンは、９年目に突入

しました。現在、図書コーナーではサポ

センの誕生日特集を開いています。サポ

センの歴史がわかる本から、仙台で頑張

る団体が発行した図書も置いていますの

で、ぜひご覧ください。 

（本田 ふみ） 
 

日付が変わって７月1日はシニア活動支援

センターの誕生日。オープンを記念し

て、「定年後のセカンドライフを楽し

む」と題したシンポジウムも開催されま

すよ。詳しくはシニア活動支援センター

（←参照）へ。 

（千葉 やす恵） 

● 開館時間  平   日／午前９時～午後10

時 

        日曜･祝日／午前９時～午後６時 

 

●   休館日のお知らせ（施設点検等のため） 

６／27（水）  ７／25（水） 

仙台市市民活動サポートセンターとは 
 

さまざまな分野の市民活動団体やＮＰＯ法人、

ボランティアなど、非営利で公益的な活動をし

ている人たちや、これから活動しようと考えて

いる人たちのための拠点施設です。 

■ご来館の際は、公共交通機関をご利用ください。 

    ［バス］商工会議所前下車徒歩３分 

    [地下鉄]広瀬通駅西５番出口すぐ 

□当施設に駐車場・駐輪場はございません。 

お車や自転車で来館される方は、 

周辺有料駐車場・駐輪場をご利用ください。 

注）路上駐車は周辺の迷惑となりますのでおやめください。 

■７月1日（日）、シニア活動支援センターがオープンします。 

仙台市シニア活動支援センター 
TEL 022-217-3983 ／ FAX 022-217-3984 

開業時間：【平日・土曜日】10：00～20：00 

     【 日・祝日 】10：00～18：00 

休業日：毎週水曜日、年末年始（12/29～1/3） 


